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【講演内容】

１．取組みの経緯

２．やったこと

３．感じたこと



１．JA宮崎中央 にら部会 29名

２．JAはまゆう ピーマン部会の一部 24名

３．JAえびの市 ピーマン部会 22名

【認証部会の内容】

４．JA尾鈴 ミニトマト栽培グループ 11名

他、関係各JA選果場及び本会青果センター



【産地の背景】

今回GLOBALG.A.P団体認証取得できた件については、
いくつかのポイントがあります。

３．安定した売り場の確保を目指したこと。

２．生産者が「特別栽培農産物に係る表示ガイドライン」
に準じる栽培に取組んでいたこと。

⇒取組みに対して一定の評価が得られる環境があった。

⇒生産部会が食品安全・環境配慮に関して高い意識があった。

１．ＪＡグループとして経営改善に繋がる運動を既に展開
していたこと。

⇒平成21年度より所得アップＧＯ！ＧＯ！テン運動を展開。



【取組みの経緯】
(1)GAPの目的は「持続可能な農業の確立」・「農業経営の改善」

(2)大手の量販店や食品メーカー等で国際水準の認証制GAPの取
組みに対して一定の評価をする動きが出てきた。

⇒生産面からの視点

⇒販売面からの視点

JA宮崎経済連としての方針

①取組みの理由
⇒生産者･JA･経済連が一体となって認証制GAPを取得するという産地体
制を先んじて整備する。
⇒認証制GAP取得ノウハウ蓄積と人財を育成する。

②体制の整備
⇒JA宮崎経済連が主導して団体認証の体制を整える。
⇒運用ルールを統一することで産地負担を軽減させる。
⇒生産者･JA･経済連が行うこと等の役割分担を明確に区分する。
⇒経済連内における関係部署との役割分担をする。



【取組みの経緯】
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【やったこと】

GLOBALG.A.P.取得に向け、各部会生産者・JA・
経済連関係部署と協議を重ねた。

各生産部会・JA・経済連各部署毎との役割分担整理

各生産部会

JA

経済連
⇒全体事務局・CPCC/QMSの解釈と整理・検査員育成研修
実施・各種研修会の開催・内部監査の実施 等

⇒CPCCの関連事項の生産者指導・各JA選果場改善
・内部検査の実施 等

⇒整理整頓・勉強会への参加・JA以外への出荷量把握
・肥料農薬の在庫記録・各種機器類点検 等

それぞれが行うことを整理して取組むという【合意形成】が重要

令和元年6月にGLOBALG.A.P.取得に向けたキックオフ会議を実施



GLOBALG.A.P.の規格解釈研修･内部検査員･
内部監査員研修の実施

現在、内部検査員：30名、内部監査員：12名
(経済連職員･関係JA職員含む)

全体進捗管理

全体的な進捗管理を1枚のシートにしたことで、

①関係者間で情報共有ができる。
⇒特に、経済連各部署間での情報共有ができる。

②各項目の進捗が一目でわかる。
⇒遅れていれば、余裕のある項目の人財を導入して遅れを取り戻す。

【やったこと】



各生産者毎の現状の把握

⇒

アンケートを実施する事で、
①各生産者が要求事項に対してどこまで対応しているかがざっくりわかる。
②状況把握ができるので今後の取組みに関する時間の節約になる。
③アンケートを整理すれば「共通の課題」「各部会毎の課題」がみえてくる。

【やったこと】



整理整頓から5S活動への誘導

整理整頓 ４箇条

その壱 モノをとことん捨てましょう！！

その弐 全てのモノに置き場所を作ってあげましょう！！

その参 モノをとことん捨ててから、置き場所を作ってあげましょう！！

その四 整理整頓は一気にやりましょう！！

【やったこと】



片付け前 搬出 搬出後

仕分け① 仕分け② 再配置①

再配置②

最終的には動線を考えて
再配置する様に誘導

【やったこと】



現状と適合基準との照らし合わせ

アンケート結果や、特別栽培農産物に係る表示ガイドラインに基づく取組み
など、GLOBALG.A.Pの要求事項にひとつずつ照らし合わせ、
①既に対応できている項目
②現在の仕組みで読替えできる項目
③不足分を追加すればよい項目
④一から整理が必要な項目
を各JA毎に実施し、経済連とJAとで役割分担を整理した。また、QMS等
団体認証運用ルールとして共通管理できる項目についても協議を行った。

【やったこと】



生産者が集う機会(現地講習会･販売方針検討会)にあわせ、
GAP関連の研修会(救急救命研修･掲示物説明等)を実施。

各種研修会の開催
【やったこと】



JA選果場の研修
リスク評価の対象は生産者のみならず。当然JAの選果場も

認証対象となるため、関係者への研修を実施。

【やったこと】



圃場リスク評価と内部検査

【やったこと】



内部監査
内部検査を実施していない資格者に内部監査を依頼

【やったこと】



令和2年3月２日から1週間に渡り審査を受ける。

【本番】



【指摘事項】

当然指摘事項はある。



是正措置の検討
指摘事項に対して、JAと協議。共通事項については経済連主導で、

各品目毎に指摘されたことはJA主導で是正措置を整理。

【やったこと】



令和2年4月20付けで4JA4部会86名及びJA宮崎経済連を含ん
でGLOBALG.A.P.の団体認証を取得

【結果】



GAPに対して、それぞれの立ち位置で見解が異なる。

【感じたこと】

GAP

GAPに対する
全体的なイメージ。

それぞれの立ち位置で
それぞれの見解を主張
されると、継続的な取
組みができなくなると
思われる。

GAP

ある立場から
見たら見解。

継続的に取組むために
は、
①関係者間で対等な
立場であること。
②取組みに対する相
互理解が必須。

ある立場から
見た見解。

GAP



【理想】

GAP

生産面の見解

販売面の見解 行政面の見解

価値の明確化・具現化



【令和2年度取組み】

改善活動の継続

各生産部会・JA・経済連各部署毎の見直し

各生産部会

JA

経済連
⇒全体事務局・CPCC/QMSの解釈と整理・検査員育成研修
実施・各種研修会の開催・内部監査の実施 等

⇒CPCCの関連事項の生産者指導・各JA選果場改善
・内部検査の実施 等

⇒整理整頓・勉強会への参加・JA以外への出荷量把握
・肥料農薬の在庫記録・各種機器類点検 等

＋
是正措置事項、自己改善活動

＋
是正措置事項、自己改善活動

＋
是正措置事項、自己改善活動



【おわりに】

GAPの目的は「持続可能な農業の確立」

個人的な見解ですが、GAPに関する「関係者の立ち位置と理解度」がまだ
不十分と感じる。

⇒「経営改善」を強調されても生産者が取組める内容には限度がある。

⇒「東京2020」の食材調達基準がきっかけとなっても、その後の継続
をどうするのか･･･。

⇒「認証制GAP農産物」に関する消費者及び関係者の認知度はどうな
のか････。

最終目的は「生産面でも経営面でも持続可能な農業の確立」


